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W
H
A
、B
Y
D
と
大
型
土
地
売
買
契
約
を
締
結

W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
に
E
V
生
産
工
場
建
設

操
業
開
始
予
定
は
2
0
2
4
年

W
H
A
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
配
慮
の
事
業
活
動
を
評
価

S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2 ジャリーポーン

WHA コーポレーションCEO
「2022年タイ・トップCEO賞」受賞

　

物
流
、工
業
団
地
、電
力・ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
、デ
ジ
タ
ル・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

提
供
す
る
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
、中
国
E
V
大

手・比
亜
迪
汽
車（
B
Y
D
）と
、W
H
A

ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
の
６
０
０
ラ
イ

区
画（
96
ヘ
ク
タ
ー
ル
、2
3
7
エ
ー
カ

ー
）の
土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

タ
イ
に
お
け
る
11
番
目
の
工
業
団
地
で

あ
る
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
は
、

東
部
経
済
回
廊（
E
E
C
）の
戦
略
的

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し
ま
す
。今
回
の

B
Y
D
への
土
地
売
却
は
、W
H
A
グ
ル

ー
プ
に
と
っ
て
過
去
20
年
間
で
最
大
規

模
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
は
、グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
エ

ラ
ワ
ン
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
、W
H
A
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン・ジ
ャ
ル
コ

ー
ン
サ
ク
ン
氏
、W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
・
国

際
部
門
取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ト
・
ナ
ー
ド

ン
氏
、B
Y
D
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
自

動
車
販
売
部
門
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
Ｌ
ｉ
ｕ　
Ｘ
ｕ
ｅ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
氏
、

B
Y
D（
タ
イ
）社
長
の
Ｋ
ｅ　
Ｙ
ｕ
ｂ

ｉ
ｎ
氏
が
出
席
。ま
た
、両
社
の
取
締
役

ら
も
立
ち
合
い
ま
し
た
。

B
Y
D（
タ
イ
）は
、タ
イ
投
資
委
員
会

　WHA コーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・
ジャルコーンサクン氏は、ヌラック・マープラニート Marpraneet枢密
院顧問官からTHAILAND TOP CEO OF THE YEAR 2022賞（不
動産部門）を受賞しました。
　この賞は、新しい世代の経営者にインスピレーションを与え、知識や
戦略を伝える能力を持つ組織のトップを表彰するものです。授賞式は
ARIP PLC傘下のBUSINESS+誌とタマサート大学商学部および会
計学部が共同で開催しました。

（
B
O
I
）の
支
援
を
受
け
、W
H
A
ラ

ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
に
最
先
端
技
術
を

導
入
し
た
E
V
生
産
工
場
を
建
設
し
ま

す
。2
0
2
4
年
の
操
業
開
始
を
目
指

し
、右
ハ
ン
ド
ル
車
を
中
心
に
年
間
15
万

台
の
E
V
を
生
産
。A
S
E
A
N
諸
国

お
よ
び
欧
州
に
輸
出
す
る
計
画
で
す
。

1
9
9
5
年
2
月
に
中
国
で
設
立
さ

れ
た
B
Y
D
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
分

野
で
20
年
以
上
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
4
月
に
は
ガ
ソ
リ
ン
車
の

生
産
を
停
止
し
、バ
ッ
テ
リ
ー
式
電
気
自

動
車（
B
E
V
）と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハイ
ブ
リ

ッ
ド
車（
P
H
E
V
）に
注
力
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。2
0
2
2
年
8
月
8
日

に
は
Ｒ
ê
ｖ
ｅ
ｒ　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ
社
を
タ
イ
に
お
け
る
B
Y
D
の
総
代

理
店
に
正
式
に
任
命
し
、初
年
度
の
Ｅ
Ｖ

販
売
目
標
を
1
万
台
以
上
と
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
C
E
O
は
、

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
を
信
頼
し
、E
V

生
産
工
場
建
設
を
託
し
て
く
れ
た

B
Y
D
経
営
陣
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。こ
れ
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と

り
誇
ら
し
い
実
績
で
あ
り
、重
要
な
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、タ
イ
の

次
世
代
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
も
大
き

な
前
進
と
な
り
ま
す
。タ
イ
で
11
番
目
の

工
業
団
地
と
な
る
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36

工
業
団
地
に
B
Y
D
を
迎
え
る
こ
と
が

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）か
ら
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
お
よ

び
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
部
門
で
以
下
の
３
件
の
S
E
T  

ア

ワ
ー
ド
2
0
2
2
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
Ｗ
Ｈ
Ａ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
：
Ｓ
ｕ
ｓ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
部
門
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ

ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
賞

■
Ｗ
Ｈ
Ａ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
：

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ
部
門
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
賞

■
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル　
リ
ー
ス

ホ
ー
ル
ド
・
リ
ア
ル・エ
ス
テ
ー
ト
・イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト・ト
ラ
ス
ト
：
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
部
門

Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
賞

　

授
賞
式
は
、『
Ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ　

＆　

Ｂ

ａ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
』誌
の
協
力
の
も
と
、タ

イ
証
券
取
引
所（
S
E
T
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ

ー
ポ
ー
ン・ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
、

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
、S
E
T  
ア
ワ

ー
ド
２
０
２
２
の
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

と
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
両
部
門
で
3
つ
の
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
賞
は
す
べ
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
、サ
ス

で
き
、大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
、

優
れ
た
イ
ン
フ
ラ
、戦
略
的
な
立
地
は
、

B
Y
D
が
事
業
を
拡
大
し
、国
際
的
な

存
在
感
を
高
め
る
た
め
の
最
適
な
選
択

と
な
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、W
H
A
グ
ル

ー
プ
は
、タ
イ
を
東
南
ア
ジ
ア
の
E
V
ハ

ブ
に
す
る
と
い
う
タ
イ
政
府
の
目
標
達

成
を
後
押
し
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、Ｌ
ｉ
ｕ　
Ｘ
ｕ
ｅ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
ゼ

ネ
ラ
ル・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
W
H
A
ラ

ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
に
新
し
い
海
外
生

産
拠
点
を
開
設
す
る
こ
と
は
、B
Y
D

の
事
業
拡
大
の
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま

す
」と
指
摘
し
ま
す
。さ
ら
に
、「
タ
イ
と

W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
は
、抜

群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
も
、工
業
団
地

開
発
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
評
判
か
ら

も
、理
想
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、優

秀
な
人
材
、世
界
ク
ラ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
と

施
設
、最
高
品
質
の
物
流
と
イ
ン
フ
ラ
な

ど
、ま
さ
に
私
た
ち
が
求
め
て
い
た
も
の

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
、E
E
C
の
自
動
車
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
拡
大
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
は
我
々
の
投
資
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、W
H
A

グ
ル
ー
プ
と
相
互
に
有
益
で
長
期
的
な

関
係
を
築
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

■
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地

　

東
部
経
済
回
廊（
E
E
C
）プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
認
定
を
取
得
し
た
W
H
A
グ
ル

ー
プ
の
タ
イ
に
お
け
る
最
新
工
業
団
地

で
あ
り
、敷
地
面
積
は
1
2
8
1
ラ
イ

（
2
0
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、5
0
7
エ
ー
カ

ー
）で
す
。ラ
ヨ
ー
ン
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
36
と

3
3
7
5
に
近
い
戦
略
的
な
立
地
で
、

マ
プ
タ
プ
ッ
ト
深
海
港
か
ら
25
キ
ロ
、レ

ム
チ
ャ
バ
ン
深
海
港
か
ら
31
キ
ロ
、ウ
タ

パ
オ
空
港
か
ら
23
キ
ロ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
り
ま
す
。W
H
A
の「
ス
マ
ー
ト
エ

コ
工
業
団
地
」コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
は
、通

信
、移
動
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・
安
全
、環
境

制
御
、水
生
産
と
廃
水
処
理
の
面
で
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
革
新
的
な
技
術

を
備
え
て
い
ま
す
。タ
イ
国
内
の
他
の

W
H
A
工
業
団
地
と
同
様
、W
H
A
ラ

ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
も
、バ
ン
ナ
ー
地

区
の
W
H
A
タ
ワ
ー
に
あ
る
W
H
A

本
社
の
統
合
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
U
O
C
）に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、大
気

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
価
値
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
を
創
出
し
、持
続

可
能
な
発
展
と
成
長
に
取
り
組
む
私
た

ち
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。W
H
A
グ
ル
ー
プ
役
員
と
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」と
述
べ
て
い

ま
す
。20

2
4
年
ま
で
に
テ
ッ
ク
企
業
と

な
る
た
め
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、物
流
、

産
業
開
発
、ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ・電
力
、デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
4
つ

の
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
軸
に
持
続
可
能
な

開
発
方
針
を
採
用
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
、環
境
を
保
護
し
、気
候
変
動
へ
の

影
響
を
軽
減
し
な
が
ら
、経
済
的・財
政

的
な
成
長
を
可
能
に
す
る
一
連
の
取
り
組

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
ま
で
に
ラ
ヨ

ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
デ
ー
ン
に
排
水
処
理

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、チ
ャ
ン

タ
ブ
リ
県
ノ
ン
ク
ラ
ー
で
の
湿
地
帯
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
ま
で
に
、再
生
水
生

産
能
力
を
日
量
3
万
2
0
0
㎥
か
ら

6
万
4
0
0
㎥
へと
倍
増
し
、自
然
水
源

か
ら
の
取
水
と
公
共
水
域
への
放
流
の
合

計
6
9
0
万
㎥
を
節
約
し
、長
期
的
に

水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
原
水
資
源
を
確
保

し
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
工
業
団
地
の
顧
客

向
け
に
脱
塩
水
や
高
品
質
の
水
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

も
う
一つ
の
優
先
事
項
で
あ
り
、チ
ョ
ン
ブ

リ
・ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の
よ

う
な
太
陽
光
発
電
所
や
廃
棄
物
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
今
年
、太
陽
光
パ

ネ
ル
か
ら
の
電
力
購
入
契
約（
P
P
A
）

は
1
5
0
M
W
に
達
す
る
見
込
み
で
、

2
0
2
3
年
末
ま
で
に
3
0
0
M
W

に
固
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、2
0
2
1
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し
、2
0
5
0
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス　

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を

達
成
す
る
予
定
で
す
。タ
イ
国
営
石
油

（
P
T
T
）、セ
ル
テ
ィ
ス
と
共
同
開
発
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用
い
た
ピ

ア
ツ
ー
ピ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
引
シ
ス
テ

ム「
Ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ（
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
）」

（
R
E
N
E
X
）」プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

お
い
て
4
3
0
万
ト
ン
以
上
の
C
O
2

排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
長
年
に
わ
た
り
、

社
会
福
祉
、教
育
、青
少
年
、ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
、人
材
育
成
、地
域
社
会
の
活
性
化

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

や
E
S
G
原
則
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2
で

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ

ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、S
E
T
の
不
動
産・

建
設
分
野
で
は
3
年
連
続
2
0
2
2
年

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
銘
柄（
Ｔ
Ｈ
Ｓ
Ｉ
：
Ｔ
ｈ
ａ

ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ　
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）指

数
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

質
、工
業
用
水
・
排
水
の
水
質
分
析
、雨

量
、交
通
状
況
な
ど
の
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
し
て
い
ま
す
。

■
E
E
C
の
自
動
車
ク
ラ
ス
タ
ー
拡
大

を
支
援
す
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
と
B
Y
D（
タ
イ
）

と
の
土
地
売
買
契
約
は
、タ
イ
を
が
東
南

ア
ジ
ア
の
E
V
ハ
ブ
に
す
る
と
い
う
タ
イ

政
府
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。タ
イ
投
資
委
員
会

（
B
O
I
）は
、こ
れ
ま
で
に
17
社
26
件

の
E
V
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
承
認
し
て
お

り
、タ
イ
で
は
合
計
83
万
台
の
E
V
を

生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
初
頭
に
は
、1
0
0
万
台

の
E
V
生
産
が
達
成
で
き
る
見
通
し

で
す
。そ
し
て
、2
0
3
0
年
に
は
タ
イ

で
生
産
さ
れ
る
自
動
車
の
30
％
、年
間

70
万
台
を
E
V
に
す
る
と
の
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
長
年
に

わ
た
り
、数
々
の
環
境
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
開
始
し
た「
Ｃ
ｌ
ｅ

ａ
ｎ　
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ　
ｆ
ｏ
ｒ　
Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、廃

水
の
管
理
と
処
理
を
効
率
化
す
る

と
と
も
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
知
識

移
転
を
行
い
、自
然
資
源
保
護
の

重
要
性
に
対
す
る
人
々
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。プ
ミ
ポ
ン
前
国
王（
ラ
ー
マ
9

世
）の
ご
発
案
か
ら
始
ま
っ
た
、環

境
に
や
さ
し
い
人
工
湿
地
に
よ
る

運
河
の
水
質
改
善
を
行
う
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
を
建
設
し
、さ
ま
ざ
ま

WHAグループはイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）
で第10回教師向けアートキャンプを開催しました。この4日
間のイベントではラヨーン県とチョンブリ県の14校から26
名の教師が参加し、芸術のスキルを高めるとともに、天然資
源を保護することの重要性を学びました。 アートキャンプで
はWHAグループの「Clean Water for Planet」プロジェク
トが紹介され、水の保全について学んだ教師らは、ここで学
んだことを今後は生徒たちに伝えることができるようになり
ます。
参加者はラヨーン県にある王室管轄のプルアックデーン開発・サービスセンターで、ラーマ9世の教えやドック
ライ貯水池の歴史に触れるフィールドトリップにも参加しました。生態系のバランスを保つために、5000匹の
魚の放流も行いました。

WHAグループ
教師向けアートキャンプをイースタン・シーボード工業団地で開催

8月12日のシリキット王太后90歳のお誕生日を祝福して、
WHAグループ、タイ工業団地公社（IEAT）、WHA工業団地
入居企業らは共同で、健康と福祉を促進する5キロのウォー
ク＆ラン・イベントを開催しました。 ラヨーン県プルアクデー
ンにあるノンプラライ貯水池で行われた早朝ウォーク＆ラ
ン・イベントには350人以上の参加者が集まり、その後、環境
保護、温室効果ガス削減、地球温暖化防止のための植樹プ
ロジェクトが行われました。
参加者は、グルジャン、竹、イエロートランペットツリーの苗木を合計2800本植えました。これにより3年間で
5万9586kgのCO2を削減することが期待されています。このイベントの収益は、プルアックデーン病院に寄
付され、医療機器の購入に充てられる予定です。

WHAグループ
健康と環境意識高めるウォーク＆ランと植樹活動を共催

WHAグループは、ラヨーン県バンカイ技術専門学校と協力し、経済的困難に直面する優秀な人材育成のた
め11年連続で、職業訓練生を対象に、後期中等教育（職業高校）や大学進学のための奨学金を提供していま
す。WHAグループはこれまで102名の学生に奨学金を支給してきました。これらの奨学金は、若者の教育機
会の促進や労働力の育成に役立っており、東部経済回廊（EEC）開発プロジェクトの推進を後押しすることに
もなっています。またWHAグループでは奨学生が在学中にインターンシップを行う機会を提供し、WHA工業
団地の顧客企業との調整を行っています。
現在、工業団地を含むタイの労働市場では、より多くの労働力が必要とされています。質の高い労働力として
専門学校や大学の卒業生が求められていますが、卒業までの学費が不足しているケースが少なくありませ
ん。そこでWHAグループは、こられ苦学生に奨学金を支給することで、人材育成を進め、タイ労働市場に質の
高い労働力を供給するお手伝いをしています。
WHA コーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏は、「学生のQOL向
上に貢献できることを嬉しく思っています。私たちが提供する奨学金は、単に知識や技術を向上させるだけで
なく、若者が自分の好きなことを発見する機会を提供するものです。これは、タイの産業を発展させるための
強固な基盤ともなるはずです」と述べています。
WHAグループにとってのビジョンは、倉庫、配送センター、工場、統合型工業団地の開発におけるリーダーとなる
ことです。奨学金支給は、若者のより良い生活を支援するだけではありません。顧客企業や産業を安定させるた
めの重要なカギとなるのです。WHAグループはさらに、在学中の奨学生に、企業インターンシップの機会を提供し
ています。学校で理論を学ぶとともに、実際に仕事を体験し、自分の適性を見極める機会を学生に与えるためで
す。WHAグループでは、タイの若者に知識とキャリアの機会を提供することの重要性を常に意識しています。
バンカイ技術専門学校長のPratep Chulalert氏は、「バンカイ技術専門学校の教育方針は、学生に卒業後
必要となる知識を与え、良き仕事を与えることで、彼・彼女らがリーダーとなり国の発展へと導き、さらにはそ
の知識を次世代に伝えていくことができるようにすることです。これは、産業界の発展と社会の幸福を大きく
後押しするものです」と述べています。
また、バンカイ技術専門学校教師のYossapon Inchan氏は、「奨学生には、勤勉に学び続け、社会と国のた
めに良き市民として成長する意思を持ち続けてほしいと思います。WHAグループの奨学金制度に感謝しま
す。学生たちがさらに勉学を進め、WHA関連企業でインターンシップを行い、将来成功するために必要な経
験を積む素晴らしい機会となっています」と話しています。
一方、奨学生を代表してArthit Damkrathokさんは、「このような素晴らしい機会を与えていただき、嬉しく、
誇らしく、光栄に思っています。私は現在、製造業について学んでいますが、将来は海外で働き、故郷の家族を
養うために良い収入を得たいと思っています。私や私の友人たちに、将来成功するための基礎となる奨学金を
与えてくれたWHAグループに、改めて感謝したいと思います。これからも一生懸命勉強して、自分の夢を実現
できるように頑張ります」と決意を語っています。

WHAグループ、 
職業訓練生への奨学金支給を 11年連続で実施

WHA ユーティリティ＆パワー社（WHAUP）は、タイ工業団
地公社（IEAT）、ワンタノット水域チーム、ノンクラー地方自
治体、タイ工業団地戦略パートナー協会、水環境研究所、タ
イ工業連盟、マプタプット工業団地プラント・マネージャー・
クラブと共同で、チャンタブリ県ノンクラー地区に建設した
排水処理用ワンタノット湿地の落成式を開催しました。
WHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部
門COOのヴィワット・ジラティカルンサクル氏は、WHAUP　CEOの　Somkiat Masunthasuwun氏、同
COOの　Akarin Prathuangsit氏、ユーティリティ事業開発部取締役のVaranon Laosuwan氏とともに、
IEAT副総裁のPratheep Aengchuan氏、東部河川流域管理小委員会委員長のPichet Tanaset委員長、
チャンタブリ県知事のSuthee Thongyaem氏立ち合いのもと、ノンクラ―地方自治体に完成した人工湿地
帯プロジェクトを納品しました。落成式には政府高官、協会、大学、地域の代表者らも出席しました。
現在、1日400㎤、将来的には800㎤の処理能力を持つこの排水管理・処理プロジェクトは、WHAUPの
「Clean Water for Planet」イニシアティブの下、15ライの土地に建設しました。 ノンクラ―自治体の排水
は、タイファやジャケツイバラ科ホウオウボク属の落葉低木の植物と、有機物を吸収する微生物を用いた自然
の力を利用した環境浄化技術により生物学的に処理されます。 また太陽エネルギーも利用し、環境保全とサ
ステナビリティの重要性を訴えています。

WHAUP
チャンタブリ県自治体に「人工湿地プロジェクト」を納品

総合ヘルスケアサービスや医薬品・医療機器を提供するグ
ローバル企業であるカーディナルヘルス社が、WHAイースタ
ン・シーボード工業団地4（WHA ESIE 4）でワールドクラス
の新施設着工式を執り行いました。東部経済回廊（EEC）の
戦略的立地を背景とする新施設は、この地域に止まらず海
外顧客の高まる需要に応えるための拠点となります。

カーディナルヘルス社
WHAイースタン・シーボード工業団地4で新工場着工式

ホスピタリティ業界向けの専門調理器具や飲料、ランドリー
製品を提供するエレクトロラックス・プロフェッショナル（タ
イ）はこのほど、東部経済回廊（EEC）内のWHAラヨーン工
業団地（WHA RIL）で新施設のオープニングセレモニーを開
催しました。この近代的な施設では最新技術により多種の高
品質製品を生産。地域での事業を拡大していく計画です。

エレクトロラックス・プロフェッショナル、
WHA RILに新施設をオープン

オーストラリアに本社を置く超高圧電動サーボポンプメーカ
ーのクアンタム SPT 社はこのほど、東部経済回廊（EEC）に
あるWHAグループの最新工業団地、WHAラヨーン36工業
団地の用地を購入しました。同社は、グリーンポンプ技術を
用いた高品質な製品を製造する最新鋭の施設を建設する予
定です。
調印式では、WHAインダストリアル・デベロップメント社営
業担当副社長のラッダー氏（写真中央）と工業用地顧客開
発担当取締役の湯浅謙一氏（右から２人目）が、同工業団地最初の顧客であるクアンタムSPT社長Mario 
Schiller氏（左から2人目）を歓迎しました。同社の最新鋭工場は地域の顧客の増大する需要に対応するため
の施設となる予定です。

クアンタムSPT、
事業拡大のためWHAラヨーン36工業団地の用地購入

冷凍鶏肉や焼き鳥など総菜の製造・販売会社、二ホンイチ
フード（タイ）社は、WHAサラブリ・インダストリアルランド
（WHA SIL）で新工場オープニングセレモニーを開催しま
した。WHA SILは、タイの北部、東部、南部、そしてバンコク
の2つの国際空港へのアクセスも良い理想的なロケーション
にあり、新工場では鶏肉製品の生産能力を増強し、東南アジ
アで高まる需要に応えていきます。

二ホンイチフード（タイ）
WHAサラブリ・インダストリアルランドで新工場開所式
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転
換
期
を
迎
え
る
世
界
の
自
動
車
産
業
と

E
V
ハ
ブ
を
目
指
す
タ
イ

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

ベ
ト
ナ
ム
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
工
業
団
地
建
設
へ

Kyungshin Nghe An、
WHAインダストリアルゾーン１・ゲアンに

新工場を設立

Mien Trung FV Aluminium、
WHA インダストリアルゾーン1 
‒ ゲアンでの事業拡大

ホワリ・インダストリアル・グループ、
WHAインダストリアルゾーン・ゲアン社と土地賃貸借契約を締結

コンパル・エレクトロニクス社幹部、
WHAインダストリアルゾーン１・ゲアンを視察

W
H
A
I
D
役
員
、

「
第
20
回
タ
イ
国
海
外
投
資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
ス
ピ
ー
チ

W
H
A
U
P
＆
ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
、

地
球
温
暖
化
防
止
で
協
働

工
場
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
が
稼
働

S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2

W
H
A
I
R
が

Ｏｕ
ｔｓ
ｔａｎ
ｄ
ｉｎｇ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　
Ｐｅｒ
ｆｏｒｍａｎｃｅ
賞
受
賞

S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2

W
H
A
U
P
の

ピ
ア・ツ
ー・ピ
ア
電
力
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
評
価

WHAグループ
「2022年タイ・ベスト・マネージメント・カンパニー賞」受賞

　

地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
り
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
広
く
普
及
し
て

い
ま
す
。自
動
車
産
業
は

こ
の
変
化
に
よ
る
影
響

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
る

産
業
の
一つ
で
あ
り
、ガ
ソ

リ
ン
車
か
ら
電
気
自
動
車

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
2
0
2
2
年

8
月
25
日
、ク
ア
ン
ナ
ム
省
経
済
区
・

工
業
団
地
管
理
委
員
会
と
了
解
覚
書

（
M
O
U
）を
交
わ
し
ま
し
た
。ク
ア

ン
ナ
ム
省
は
ベト
ナ
ム
中
部
に
位
置
し
、

「
東
西
経
済
回
廊
」の
戦
略
的
中
心

地
と
な
り
ま
す
。開
発
対
象
と
な
る

総
面
積
は
約
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。W

H
A
グ
ル
ー
プ
傘
下
で
、物

流
・
工
業
団
地
・
電
力
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
・
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
分
野
で
の
タ
イ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社

（
W
H
A
I
D
）は
、ベ
ト
ナ
ム
の
ク

ア
ン
ナ
ム
経
済
区
・
工
業
団
地
管
理

委
員
会
と「
W
H
A
ス
マ
ー
ト
・エ
コ

工
業
団
地
」開
発
に
関
す
る
了
解
覚

書（
M
O
U
）を
締
結
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。W
H
A
ス
マ
ー
ト
・エ
コ　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・
ク
ア
ン

ナ
ム
は
、総
面
積
約
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
。北
は
ダ
ナ
ン
省
、南
は
ク
ア
ン
ガ
イ

省
の
間
に
開
発
さ
れ
る
予
定
で
す
。

M
O
U
に
は
、ク
ア
ン
ナ
ム
経
済

区・工
業
団
地
管
理
委
員
会
が
ベ
ト
ナ

ム
の
法
律
に
基
づ
き
、投
資
方
針
の
承

　（株）京信の子会社、Kyungshin Nghe Anはこのほど、WHAイ
ンダストリアルゾーン 1・ゲアンに年間約30万個の自動車用ワイヤ
ーハーネスを生産する新工場を設立するため土地賃貸借契約を締
結しました。
　WHAインダストリア
ル・デベロップメント社国
際部部長のアンチャリー氏
（写真左）とKyungshin 
Nghe An社長のKwon Ki 
Hoon氏（同右）は、調印
式で最終契約書を締結しま
した。

　工業用アルミニウム・メーカー
Mien Trung FV Aluminium社は
このほど、WHA インダストリアルゾ
ーン1 ‒ ゲアンでの事業拡大のため
土地賃貸借の了解覚書（MOU）を
締結しました。 プロジェクトの建設
開始は2022年の第4四半期中の予
定で、投資資金は600万米ドルにの
ぼります。

　

ホ
ワ
リ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・
グ

ル
ー
プ（
中
山
華
利
実
業
集
団
股
分

有
限
公
司
）は
2
0
2
2
年
7
月
27

日
、製
造
工
場
開
設
の
た
め
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・
ゲ
ア
ン

社
と
土
地
賃
貸
借
契
約
書
を
締
結

し
ま
し
た
。1
9
7
5
年
創
業
の
ホ

ワ
リ・イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・グ
ル
ー
プ

は
、世
界
有
数
の
靴
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ

ー
と
し
て
急
速
に
そ
の
地
位
を
確
立

し
て
い
ま
す
。消
費
者

の
要
望
に
沿
っ
た
競
争

力
の
高
い
靴
を
製
造
す

る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と

革
新
的
な
靴
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

こ
と
を
使
命
と
す
る

ホ
ワ
リ・グ
ル
ー
プ
は
、

台
湾
本
社
を
中
心
に
、

中
国
、ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
、ベ
ト
ナ
ム
に
3
カ

所
の
開
発
セ
ン
タ
ー
と

16
の
工
場
を
持
ち
、常

　
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
１・ゲ
ア
ン
で
は
こ
の
ほ
ど
、デ
ス
ク

ト
ッ
プ
、ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
、ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、サ
ー
バ
ー
な
ど
の
電
子
製
品
を

製
造
す
る
台
湾
の
コ
ン
パル・エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス（
コ
ン
パ
ル
）の
役
員
ら
の
視

察
を
受
け
ま
し
た
。同
社
幹
部
ら
は
、

事
業
拡
大
の
た
め
土
地
購
入
や
開
発

機
会
を
調
査
す
る
た
め
現
地
を
訪
れ

　Kyungshinゲアン社はこの
ほど、WHAインダストリアルゾ
ーン1・ ゲアンで新工場の建
設着工式を行いました。新工
場の敷地面積は4.99ヘクター
ル、総投資額は2100万米ドル
とされています。WHAグループ
はKyungshin ゲアン社を歓迎
し、今後の発展を祈念いたしま
す。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
国
際
部
部
長
の
ア
ン
チ

ャ
リ
ー
氏
は
先
日
、タ
イ

投
資
委
員
会（
B
O
I
）

よ
り
第
20
回
タ
イ
海
外

投
資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
T
O
I
S
C
）ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招

待
さ
れ
ま
し
た
。「
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
投
資
機
会
」と
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
ア
ン

チ
ャ
リ
ー
氏
は
、ベ
ト
ナ
ム

投
資
の
現
状
、お
よ
び
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
海
外

投
資
家
に
と
り
最
も
魅

力
的
な
工
業
地
帯
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・

ゲ
ア
ン
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ

ー
社（
W
H
A
U
P
）の
Ｐ
ｕ
ｎ
ｒ
ａ

ｐ
ｅ
ｅ　
Ｎ
ｏ
ｐ
ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ｐ
ａ
電
力

事
業
開
発
部
長（
写
真
中
央
左
）、ボ

ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
P
D
S（
タ
イ
）社
の

Ｇ
ｒ
ｅ
ｇ
ｏ
ｒ
ｙ　
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｌ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
プ
ラ
ン
ト
・マ
ネ
ジ

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・リ

ー
ス
ホ
ー
ル
ド
・
リ
ア
ル・エ
ス
テ
ー

ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
ト
ラ
ス
ト

（
W
H
A
I
R
）は
、タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）が
主
催
す
る
S
E
T
ア
ワ

ー
ド
2
0
2
2
で
Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
厳
し

い
経
済・産
業
状
況
下
に
お
い
て
、危
機

を
乗
り
越
え
、優
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・

ガ
バナ
ン
ス
と
タ
イ
証
券
取
引
所
の
規

則
の
遵
守
、業
績
と
持
続
可
能
な
成
長

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ａ　

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ　

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
社

社
長
の
Ｊ
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｈ
ａ　
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｍ

ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
氏
は
、「
Ｗ
Ｈ
Ａ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、S
E
T
が
主

催
す
る
S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2

で
Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｔ　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、今
年
は
Ｗ
Ｈ

Ａ
Ｉ
Ｒ
に
と
っ
て
重
要
な
年
と
な
り
ま

し
た
」と
述
べて
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
は
今
年
、東
部
経
済
回

廊（
E
E
C
）お
よ
び
ハイ
テ
ッ
ク・カ
ビ

ン
工
業
団
地（
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
県
）で
土

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー

社（
W
H
A
U
P
）C
E
O
の　
Ｓ
ｏ

ｍ
ｋ
ｉ
ａ
ｔ　
Ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
ｈ
ａ
ｓ
ｕ

ｗ
ｕ
ｎ
氏
は
、同
社
が
工
業
団
地
で
実

施
す
る
ピ
ア・ツ
ー
・
ピ
ア
電
力
取
引

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
S
E
T
ア
ワ

ー
ド
2
0
2
2
で　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
を
受
賞
し
た
と
発
表
し

ま
し
た
。同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
、太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
買
を
自
由
に

行
え
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で

す
。S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2
で

は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取

　WHA コーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコー
ンサクン氏は、デロイト タイランドから「2022年タイ・ベスト・マネジメント・カンパ
ニー賞」を受賞しました。 この賞の受賞は、WHAグループが、サステナビリティに
根差した企業ビジョ
ンを持つ優良かつ安
定した企業として、す
べてのステークホル
ダーからの信頼と信
用を得ているとする
ものです。WHAグル
ープの重要な使命の
ひとつは、WHAグル
ープだけでなく、タイ
の明るい未来を実現
し、新しい世代の人
材育成を支援するこ
とです。

本
・欧
州
・中
国
の
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
を
含
む
外
国
企
業
・
外
国
人
投

資
家
の
誘
致
を
強
化
し
て
い
ま
す
。現

在
、17
社
26
件
の
E
V
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
る

E
V
生
産
能
力
は
合
計
83
万
台
に

達
し
ま
す
。大
手
メ
ー
カ
ー
が
タ
イ
の

生
産
拠
点
へ
の
投
資
に
関
心
を
示
し

て
い
ま
す
。中
国
電
気
自
動
車
大
手

B
Y
D
は
1
7
8
億
9
1
0
0
万

バ
ー
ツ
の
大
型
投
資
を
行
い
、W
H
A

工
業
団
地
の
敷
地（
6
0
0
ラ
イ
）に

工
場
を
建
設
し
、バ
ッ
テ
リ
ー
電
気
自

動
車（
B
E
V
）を
生
産
す
る
予
定
で

す
。同
社
は
、タ
イ
国
内
の
Ｅ
Ｖ
需
要

に
応
え
る
と
と
も
に
、A
S
E
A
N

や
欧
州
の
海
外
市
場
へ
の
輸
出
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
投
資
は
、タ
イ
の
強
み
を
強
化

し
、地
域
の
E
V
ハ
ブ
に
な
る
た
め
の

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
生
産
拠
点
を
設
け
る
こ

と
で
、部
品
メ
ー
カ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
構
築
さ
れ
、多
く
の
投
資
が
積

極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

タ
イ
は
今
後
、A
S
E
A
N
地
域
だ

け
で
な
く
、世
界
レ
ベ
ル
で
Ｅ
Ｖ
産
業

の
生
産
拠
点
と
な
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

認
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
そ
の
他

の
許
認
可
の
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
ス
マ
ー
ト
・エ
コ　
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・ク
ア
ン
ナ
ム
は
、

ダ
ナ
ン
省
と
ク
ア
ン
ガ
イ
省
を
含
む
ベ

ト
ナ
ム
中
部
地
域
の
中
心
で
あ
り
、戦

略
的
な
ロ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し
ま

す
。ダ
ナ
ン
国
際
空
港
へ
の
空
、海
、陸

路
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
り
、同
空

港
か
ら
は
韓
国
、日
本
、中
国
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、タ
イ
へ
の
複
数
の
直
行
便
が

運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
工
業
団
地

を
結
ぶ
既
存
の
近
代
的
高
速
道
路
を

利
用
す
れ
ば
チ
ュ
ー
ラ
イ
空
港
、ダ
ナ

ン
深
海
港
へ
も
1
時
間
未
満
で
の
ア

ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。

　

ク
ア
ン
ナ
ム
省
は
人
口
1
5
0
万

人
で
豊
富
な
労
働
力
と
自
動
車
や
電

子
機
器
な
ど
の
既
存
の
産
業
基
盤
も

あ
り
ま
す
。ダ
ナ
ン
や
世
界
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
ホ
イ
ア
ン
と
い
っ
た

リ
ゾ
ー
ト
都
市
は
、国
内
外
の
熟
練

労
働
者
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。こ
の
未
来
の
工
業
団
地
は
、自
動

車
、機
械
、電
気
、電
子
、通
信
、医
療
、

物
流
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
で
ハイ
テ
ク
な

製
造
業
の
受
け
入
れ
に
適
し
て
い
ま

に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン・
ゲ
ア
ン
に
あ
る
ホ
ワ
リ
・
グ
ル
ー

プ
の
靴
開
発
・製
造
工
場
は
、総
投
資

額
4
3
0
0
万
米
ド
ル
、年
間
合
計

1
3
0
0
万
足
の
靴
を
生
産
・
輸
出

し
、約
8
0
0
0
人
の
雇
用
を
創
出

す
る
見
込
み
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
の
経
済

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ャ
ー（
写
真
中
央
右
）お
よ
び
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
は
、イ
ー
ス
タ
ン・シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地（
ラ
ヨ
ー
ン
）に
入
居

す
る
ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
社
工
場
の
屋

上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備（
容
量

7
0
0
kWp
）の
稼
働
を
祝
い
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
と
設
置
を
担
当
し
た

W
H
A
U
P
社
は
、ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ

ー
社
と
20
年
間
の
売
電
契
約
を
結

び
、電
力
供
給
を
行
い
ま
す
。こ
の
環

境
に
優
し
い
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
最
大
1
万
2
5
0
0

ト
ン
軽
減
。さ
ら
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

導
入
に
よ
り
、ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
社

は
契
約
期
間
中
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を

2
0
3
9
万
6
8
9
0
ユ
ニ
ッ
ト
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
後
、ク

リ
ー
ン・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
提

唱
す
る
両
社
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

政
策「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」に
向
け
協
働
し

て
い
き
ま
す
。

地・工
場
建
物・倉
庫
の
賃
借
権
への
追

加
投
資
第
4
弾（
13
億
4
5
8
9
万

バー
ツ
超
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の

投
資
に
よ
り
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
総
資
産

は
1
3
0
億
バ
ー
ツ
以
上
と
な
り
ま

す
。Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
は
E
E
C
に
お
い
て

高
い
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
る
投
資
対

象
で
あ
り
、今
後
も
着
実
な
成
長
が
見

込
ま
れ
る
投
資
先
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

り
入
れ
、持
続
的
な
成
長
を
推
進
す

る
同
社
の
事
業
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

W
H
A
U
P
で
は
、顧
客
の
競
争

力
を
高
め
る
た
め
、継
続
的
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
実
現
す
る

た
め
の
タ
イ
政
府
の
政
策
を
支
援
し
、

企
業
に
対
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
の
受

賞
は
、ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
電
力
事

業
の
発
展
お
よ
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
W
H
A
U
P
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。な

お
、ピ
ア・ツ
ー・ピ
ア
電
力
取
引
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、工
業
団
地
内
で
の

太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発

を
広
め
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｉ
ｎｎｏｖａ
ｔ
ｉ
ｖｅ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
は
、

W
H
A
U
P
の
す
ぐ
れ
た
企
業
理

念
と
、社
会
に
変
化
を
も
た
ら
す

高
度
な
事
業
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
非
常
に
名
誉
あ
る
賞
で
す
。

W
H
A
U
P
は
今
後
も
長
期
に
わ

た
り
、国
の
経
済
や
産
業
に
持
続
可

能
な
成
長
を
も
た
ら
す
こ
と
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
」と
Ｓ
ｏ
ｍ
ｋ
ｉ
ａ
ｔ　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
述
べ
て
い
ま
す
。

契約書署名式で最終確認を行う
WHAインダストリアル・デベロップメ
ント社国際部部長のアンチャリー氏
（左から4人目）、WHA インダストリ
アルゾーン・ゲアン社社長のNguyen 
Thi Bich Lien氏（同3人目）、ホワリ・
インダストリアル・グループ社長の
Zhang Congyuan氏（中央）と同社
副社長のTseng Jung Huei氏

MoU調印式でのWHA インダストリアル・デベロ
ップメント社国際部部長のアンチャリー氏（左から
2人目）とMien Trung FV Aluminium 取締役の
Nguyen Duc Tue氏（中央）

ま
し
た
。

　
コ
ン
パ
ル
社
が
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1
・
ゲ
ア
ン
に
関
心
を

寄
せ
た
こ
と
は
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス・

ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
北
部
が

認
知
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま

す
。
同
省
は
戦
略
的
な
立
地
に
あ
り
、

空
路
、海
路
、陸
路
の
交
通
の
便
が
良

く
、ま
た
熟
練
労
働
者
も
多
く
、Ｗ
Ｈ

Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
・
ゲ

ア
ン
は
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
工
業
団
地

と
し
て
国
内
外
の
投
資
家
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。　

　
ビ
ン
市
で
行
わ
れ
た
会
議
に
は
、コ

ン
パル
社
シ
ニ
ア・バイ
ス・プ
レ
ジ
デ
ン

ト
の
Ｋ
Ｃ　

Ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
氏
と
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
社
国
際
部
部
長
の
ア
ン
チ
ャ
リ
ー

氏
、ド
ン
ナ
ム
経
済
区
管
理
委
員
会

の
Ｌ
ｅ　

Ｔ
ｉ
ｅ
ｎ　

Ｔ
ｒ
ｉ
代
表

が
投
資
環
境・条
件
、潜
在
的
投
資
家

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
会
議
で
は
、税
関
総
局
代

表
が
コ
ン
パル
社
側
か
ら
の
質
問
に
答

え
、ゲ
ア
ン
省
に
新
た
に
投
資
す
る
企

業
に
対
し
て
の
支
援
を
約
束
し
ま
し

た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
E
コ
マ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資

若
者
世
代
の
B
2
C
分
野
成
長
を
下
支
え

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
社
の
完

全
子
会
社
で
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｖｅｎ
ｔｕｒ

ｅ
Ｈｏ
ｌ
ｄ
ｉｎｇ
ｓ
Ｃｏ
．，　
Ｌ
ｔ
ｄ
．

（
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｖ
Ｈ
）は
こ
の
ほ
ど
、オ
ー
デ
ィ

オ
機
器・ゲ
ー
ム
機
器・そ
の
他
の
娯
楽

機
器
な
ど
ホ
ビ
ー
関
連
製
品
を
専
門

と
す
る
タ
イ
の
E
コマ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
Ｍｅｒｃｕ
ｌ
ａｒ
に
1
0
0
万
米

ド
ル
を
出
資
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

W
H
A
V
H
の
よ
る
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ

ａ
ｒ
への
出
資
は
6
月
末
に
確
定
。こ

れ
に
よ
り
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
は
、プ
レ

ミ
ア
ム
倉
庫
や
配
送
セ
ン
タ
ー
を
含
む

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
確
立
さ
れ
た
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
E
コ
マ
ー

ス
の
バリ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
統
合
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
昨
年
投
資
し
た

E
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
新
興
企
業
Ｇ
ｉ

ｚ
ｔ
ｉ
ｘ
社
と
と
も
に
、効
率
的
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
、特
に
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送

に
関
し
て
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
社
会
長

兼
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン・ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
、Ｍｅｒｃｕ
ｌ
ａｒ

と
の
提
携
に
つ
い
て
、「
こ
の
投
資
は
、

顧
客
基
盤
を
拡
大
し
、特
に
若
い
世
代

の
B
2
C
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
戦
略
に
完
全
に
合
致
す
る

も
の
で
す
。ま
た
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
新

興
企
業
と
協
力
し
て
新
し
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
当
社
の『
デ
ジ

タ
ル・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
』計
画
に
も
合
致
し
て

い
ま
す
。B
2
B
と
B
2
C
の
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
つ
つ
あ
る
現
在
、Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ

ｕ
ｌ
ａ
ｒ
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
、新
た
な
セ
グ
メ
ン
ト
を
開
拓
す
る

顧
客
拡
大
チ
ャ
ネ
ル
の
ひ
と
つ
に
な
る

で
し
ょ
う
」と
話
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、タ
イ
に
お
け

る
物
流
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、そ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
タ

イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
起
業
家

を
支
援
。売
り
手
か
ら
物
流
事
業
者

ま
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
成
長

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、物
流
コ
ス
ト

の
削
減
と
競
争
力
を
強
化
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。今
後
数
年
間
、W
H
A
グ

ル
ー
プ
は
タ
イ
お
よ
び
周
辺
地
域
で

継
続
的
に
新
規
投
資
の
機
会
を
探
し
、

事
業
を
拡
大
し
、持
続
可
能
な
成
長

を
実
現
し
ま
す
。

　
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
の
主
な
株
主
は

タ
イ
最
大
の
小
売
流
通
財
閥
セ
ン
ト
ラ

ル・グ
ル
ー
プ（
C
R
C
）、Ｋ
ａ
ｉ
ｒ
ｏ
ｕ

ｓ　
Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
、サ
イ
バー
エ
ー
ジ

ェン
ト・キ
ャ
ピ
タ
ル
、
Ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｖ

ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
、Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
ｒ
ｓ
、

５
０
０
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
ズ
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
E
コ
マ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資

タ
イ
の
従
来
型
商
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社

の
完
全
子
会
社
で
あ
る
W
H
A

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
W
H
A
V
H
）は
こ
の
ほ
ど
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
・デ

ー
タ
統
合
な
ど
に
よ
り
従
来
の
商

取
引
に
革
新
を
も
た
ら
す
タ
イ
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、Mungm

ee

に
約

3
4
0
0
万
バ
ー
ツ
を
出
資
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。

M
ungm

ee

は
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
を
統
合
す
る

こ
と
で
、タ
イ
国
内
の
ブ
ラ
ン
ド
、代
理

店
、流
通
業
者
、卸
売
業
者
、小
売
業

者
を
結
び
つ
け
、迅
速
な
取
引
を
可
能

と
す
る
B
2
B
の
E
コ
マ
ー
ス　

プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
2
0
2
1
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
、小
売
業
者
の
価
格
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、品
揃
え
を
均
等
化
す
る
一
方

で
、ブ
ラ
ン
ド・
代
理
店
・
流
通
業
者
・

卸
売
業
者
に
よ
る
店
舗・注
文・顧
客

管
理
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
で
き
ま
す
。

W
H
A
V
H
の
出
資
は
、9
月
初

旬
にM

ungm
ee

の
第
2
次
シ
ー
ド

ラ
ウ
ン
ド
の
一
環
と
し
て
確
定
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、2
0
2
6
年
に

1
兆
バ
ー
ツ（
3
0
0
億
ド
ル
以
上
）

に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
タ
イ
の
従

来
型
商
取
引（
同
国
F
M
C
G
市
場

規
模
の
50
％
を
占
め
る
）に
参
入
す

る
た
め
、事
業
能
力
が
可
能
と
な
り

ま
す
。ま
た
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
昨

年
投
資
し
た
電
子
物
流
の
新
興
企
業

G
iztix

社
が
提
供
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

倉
庫
、配
送
セ
ン
タ
ー
、輸
送
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
物
流
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

M
ungm

ee

の
E
コ
マ
ー
ス　
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
を
統
合
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
タ
イ
の
従
来
型
商
取
引
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
促
進
し
、加
速
さ
せ
る
と
い

うM
ungm

ee

社
の
企
業
理
念
は
、

有
望
な
新
興
企
業
と
協
力
し
て
新

し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の「
デ
ジ
タ
ル・イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
」計
画
と
合
致
し
ま
す
。ま
た
、

こ
の
投
資
は
、顧
客
基
盤
を
拡
大
し
、

タ
イ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
る

た
め
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
戦
略

と
も
合
致
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
分
野

に
進
出
し
、そ
の
変
革
に
貢
献
す
る
こ

と
は
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
新

た
な
拡
大
チ
ャ
ネ
ル
と
な
る
で
し
ょ

う
。W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、タ
イ
の
物

流
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
最
前
線
に
立
つ
タ
イ
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
起
業
家
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
を
拡
大
し
、持
続
可
能
な
成
長

を
実
現
す
る
た
め
、タ
イ
と
周
辺
地
域

で
の
新
た
な
投
資
機
会
を
探
求
し
続

け
ま
す
」と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
会
長
兼
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ

ー
ン・ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
述
べ

て
い
ま
す
。

M
ungm

ee

ア
プ
リ
で
は
現
在
、主

に
タ
イ
東
北
地
方
の
3
県（
ウ
ド
ン
タ

ニ
県
、ナ
コ
ー
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
県
、サ
コ

ン
ナ
コ
ン
県
）を
中
心
に
3
9
0
0
店

舗
を
支
援
し
て
お
り
、2
0
2
3
年

に
は
主
要
12
県
、2
0
2
5
年
初
め

に
は
36
県
に
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

（
E
V
）へ
の
移
行
に
迅
速
に
適
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
タ
イ
が
A
S
E
A
N
ナ
ン
バー
ワ
ン

の
自
動
車
生
産
拠
点
で
あ
る
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。こ
れ
は
、タ
イ

が
地
域
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、近
隣
国
へ
の
部
品
な
ど
の
輸
送
が

容
易
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
な
優
位

性
に
よ
る
も
の
で
す
。ま
た
、充
実
し

た
イ
ン
フ
ラ
、多
く
の
熟
練
労
働
者
の

存
在
に
よ
り
、自
動
車
部
品
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
集
積
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
強
み
に
加
え
、政
府
は
Ｅ
Ｖ
産

業
を
推
進
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、税
制

優
遇
措
置
に
よ
る
投
資
促
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。タ
イ
は
地
域
の
E
V
ハ
ブ

と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で

す
。

　
た
だ
、タ
イ
が
完
璧
な
E
V
ハ
ブ
に

な
る
た
め
に
は
、技
術
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
や
E
V
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網

な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら
な
る
整
備
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
生
産
技
術
開
発
の
促

進
、労
働
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、補
助
金

や
免
税
に
よ
る
国
内
需
要
喚
起
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

タ
イ
投
資
委
員
会（
B
O
I
）の

最
新
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、タ
イ
は
日

Ｋｙ
ｕｎｇ
ｓ
ｈ
ｉｎ
ゲ
ア
ン
社
、　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
で

新
工
場
建
設
着
工
式
を
開
催

す
。建
設
開
始
は
2
0
2
4
年
の
予

定
で
す
。

　
「
W
H
A
ス
マ
ー
ト・エ
コ　
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・ク
ア
ン
ナ
ム
は
、

東
西
経
済
回
廊
を
強
化
し
、ベ
ト
ナ

ム
中
部
の
製
造
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
で
展
開
し
て
い
る
他
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
様
、W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
環
境
に
優
し
い
最
新
の
技
術
を

導
入
し
、長
期
的
な
経
済
成
長
を
促

進
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し

て
、日
本
、韓
国
、台
湾
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

米
国
、そ
の
他
の
国
々
か
ら
の
価
値
の

高
い
海
外
直
接
投
資（
F
D
I
）を
期

待
し
て
い
ま
す
」と
、W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
副
会
長
兼
W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
産
業
・
国
際
部
門
取
締
役
の
デ
ビ

ッ
ト・ナ
ー
ド
ン
氏
は
話
し
ま
す
。

　
ま
た
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

氏
は「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、ベ
ト
ナ

ム
で
最
初
の
工
業
団
地
で
あ
る
ゲ
ア

ン
省
に
続
き
、タ
イ
ン
ホ
ア
省
で
も
新

し
い
工
業
団
地
の
計
画・承
認
を
得
て

お
り
、ベ
ト
ナ
ム
で
の
成
功
を
続
け
て

い
ま
す
。ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
は
、ベ
ト
ナ

ム
の
主
要
な
地
方
で
の
産
業
拡
大
戦

略
を
実
施
し
、長
期
的
に
投
資
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
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転
換
期
を
迎
え
る
世
界
の
自
動
車
産
業
と

E
V
ハ
ブ
を
目
指
す
タ
イ

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

ベ
ト
ナ
ム
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
工
業
団
地
建
設
へ

Kyungshin Nghe An、
WHAインダストリアルゾーン１・ゲアンに

新工場を設立

Mien Trung FV Aluminium、
WHA インダストリアルゾーン1 
‒ ゲアンでの事業拡大

ホワリ・インダストリアル・グループ、
WHAインダストリアルゾーン・ゲアン社と土地賃貸借契約を締結

コンパル・エレクトロニクス社幹部、
WHAインダストリアルゾーン１・ゲアンを視察

W
H
A
I
D
役
員
、

「
第
20
回
タ
イ
国
海
外
投
資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
ス
ピ
ー
チ

W
H
A
U
P
＆
ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
、

地
球
温
暖
化
防
止
で
協
働

工
場
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
が
稼
働

S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2

W
H
A
I
R
が

Ｏｕ
ｔｓ
ｔａｎ
ｄ
ｉｎｇ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　
Ｐｅｒ
ｆｏｒｍａｎｃｅ
賞
受
賞

S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2

W
H
A
U
P
の

ピ
ア・ツ
ー・ピ
ア
電
力
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
評
価

WHAグループ
「2022年タイ・ベスト・マネージメント・カンパニー賞」受賞

　

地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
り
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
広
く
普
及
し
て

い
ま
す
。自
動
車
産
業
は

こ
の
変
化
に
よ
る
影
響

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
る

産
業
の
一つ
で
あ
り
、ガ
ソ

リ
ン
車
か
ら
電
気
自
動
車

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
2
0
2
2
年

8
月
25
日
、ク
ア
ン
ナ
ム
省
経
済
区
・

工
業
団
地
管
理
委
員
会
と
了
解
覚
書

（
M
O
U
）を
交
わ
し
ま
し
た
。ク
ア

ン
ナ
ム
省
は
ベト
ナ
ム
中
部
に
位
置
し
、

「
東
西
経
済
回
廊
」の
戦
略
的
中
心

地
と
な
り
ま
す
。開
発
対
象
と
な
る

総
面
積
は
約
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。W

H
A
グ
ル
ー
プ
傘
下
で
、物

流
・
工
業
団
地
・
電
力
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
・
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
分
野
で
の
タ
イ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
W
H
A
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社

（
W
H
A
I
D
）は
、ベ
ト
ナ
ム
の
ク

ア
ン
ナ
ム
経
済
区
・
工
業
団
地
管
理

委
員
会
と「
W
H
A
ス
マ
ー
ト
・エ
コ

工
業
団
地
」開
発
に
関
す
る
了
解
覚

書（
M
O
U
）を
締
結
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。W
H
A
ス
マ
ー
ト
・エ
コ　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・
ク
ア
ン

ナ
ム
は
、総
面
積
約
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
。北
は
ダ
ナ
ン
省
、南
は
ク
ア
ン
ガ
イ

省
の
間
に
開
発
さ
れ
る
予
定
で
す
。

M
O
U
に
は
、ク
ア
ン
ナ
ム
経
済

区・工
業
団
地
管
理
委
員
会
が
ベ
ト
ナ

ム
の
法
律
に
基
づ
き
、投
資
方
針
の
承

　（株）京信の子会社、Kyungshin Nghe Anはこのほど、WHAイ
ンダストリアルゾーン 1・ゲアンに年間約30万個の自動車用ワイヤ
ーハーネスを生産する新工場を設立するため土地賃貸借契約を締
結しました。
　WHAインダストリア
ル・デベロップメント社国
際部部長のアンチャリー氏
（写真左）とKyungshin 
Nghe An社長のKwon Ki 
Hoon氏（同右）は、調印
式で最終契約書を締結しま
した。

　工業用アルミニウム・メーカー
Mien Trung FV Aluminium社は
このほど、WHA インダストリアルゾ
ーン1 ‒ ゲアンでの事業拡大のため
土地賃貸借の了解覚書（MOU）を
締結しました。 プロジェクトの建設
開始は2022年の第4四半期中の予
定で、投資資金は600万米ドルにの
ぼります。

　

ホ
ワ
リ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・
グ

ル
ー
プ（
中
山
華
利
実
業
集
団
股
分

有
限
公
司
）は
2
0
2
2
年
7
月
27

日
、製
造
工
場
開
設
の
た
め
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・
ゲ
ア
ン

社
と
土
地
賃
貸
借
契
約
書
を
締
結

し
ま
し
た
。1
9
7
5
年
創
業
の
ホ

ワ
リ・イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・グ
ル
ー
プ

は
、世
界
有
数
の
靴
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ

ー
と
し
て
急
速
に
そ
の
地
位
を
確
立

し
て
い
ま
す
。消
費
者

の
要
望
に
沿
っ
た
競
争

力
の
高
い
靴
を
製
造
す

る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と

革
新
的
な
靴
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

こ
と
を
使
命
と
す
る

ホ
ワ
リ・グ
ル
ー
プ
は
、

台
湾
本
社
を
中
心
に
、

中
国
、ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
、ベ
ト
ナ
ム
に
3
カ

所
の
開
発
セ
ン
タ
ー
と

16
の
工
場
を
持
ち
、常

　
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン
１・ゲ
ア
ン
で
は
こ
の
ほ
ど
、デ
ス
ク

ト
ッ
プ
、ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
、ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、サ
ー
バ
ー
な
ど
の
電
子
製
品
を

製
造
す
る
台
湾
の
コ
ン
パル・エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス（
コ
ン
パ
ル
）の
役
員
ら
の
視

察
を
受
け
ま
し
た
。同
社
幹
部
ら
は
、

事
業
拡
大
の
た
め
土
地
購
入
や
開
発

機
会
を
調
査
す
る
た
め
現
地
を
訪
れ

　Kyungshinゲアン社はこの
ほど、WHAインダストリアルゾ
ーン1・ ゲアンで新工場の建
設着工式を行いました。新工
場の敷地面積は4.99ヘクター
ル、総投資額は2100万米ドル
とされています。WHAグループ
はKyungshin ゲアン社を歓迎
し、今後の発展を祈念いたしま
す。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
国
際
部
部
長
の
ア
ン
チ

ャ
リ
ー
氏
は
先
日
、タ
イ

投
資
委
員
会（
B
O
I
）

よ
り
第
20
回
タ
イ
海
外

投
資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
T
O
I
S
C
）ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招

待
さ
れ
ま
し
た
。「
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
投
資
機
会
」と
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
ア
ン

チ
ャ
リ
ー
氏
は
、ベ
ト
ナ
ム

投
資
の
現
状
、お
よ
び
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
海
外

投
資
家
に
と
り
最
も
魅

力
的
な
工
業
地
帯
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・

ゲ
ア
ン
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ

ー
社（
W
H
A
U
P
）の
Ｐ
ｕ
ｎ
ｒ
ａ

ｐ
ｅ
ｅ　
Ｎ
ｏ
ｐ
ａ
ｒ
ｕ
ｍ
ｐ
ａ
電
力

事
業
開
発
部
長（
写
真
中
央
左
）、ボ

ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
P
D
S（
タ
イ
）社
の

Ｇ
ｒ
ｅ
ｇ
ｏ
ｒ
ｙ　
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｌ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
プ
ラ
ン
ト
・マ
ネ
ジ

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・リ

ー
ス
ホ
ー
ル
ド
・
リ
ア
ル・エ
ス
テ
ー

ト
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
ト
ラ
ス
ト

（
W
H
A
I
R
）は
、タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）が
主
催
す
る
S
E
T
ア
ワ

ー
ド
2
0
2
2
で
Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
厳
し

い
経
済・産
業
状
況
下
に
お
い
て
、危
機

を
乗
り
越
え
、優
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・

ガ
バナ
ン
ス
と
タ
イ
証
券
取
引
所
の
規

則
の
遵
守
、業
績
と
持
続
可
能
な
成
長

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ａ　

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ　

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
社

社
長
の
Ｊ
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ｈ
ａ　
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｍ

ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
氏
は
、「
Ｗ
Ｈ
Ａ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、S
E
T
が
主

催
す
る
S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2

で
Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｔ　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、今
年
は
Ｗ
Ｈ

Ａ
Ｉ
Ｒ
に
と
っ
て
重
要
な
年
と
な
り
ま

し
た
」と
述
べて
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
は
今
年
、東
部
経
済
回

廊（
E
E
C
）お
よ
び
ハイ
テ
ッ
ク・カ
ビ

ン
工
業
団
地（
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
県
）で
土

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー

社（
W
H
A
U
P
）C
E
O
の　
Ｓ
ｏ

ｍ
ｋ
ｉ
ａ
ｔ　
Ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｎ
ｔ
ｈ
ａ
ｓ
ｕ

ｗ
ｕ
ｎ
氏
は
、同
社
が
工
業
団
地
で
実

施
す
る
ピ
ア・ツ
ー
・
ピ
ア
電
力
取
引

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
S
E
T
ア
ワ

ー
ド
2
0
2
2
で　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
を
受
賞
し
た
と
発
表
し

ま
し
た
。同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
、太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
買
を
自
由
に

行
え
る
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で

す
。S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2
で

は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取

　WHA コーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコー
ンサクン氏は、デロイト タイランドから「2022年タイ・ベスト・マネジメント・カンパ
ニー賞」を受賞しました。 この賞の受賞は、WHAグループが、サステナビリティに
根差した企業ビジョ
ンを持つ優良かつ安
定した企業として、す
べてのステークホル
ダーからの信頼と信
用を得ているとする
ものです。WHAグル
ープの重要な使命の
ひとつは、WHAグル
ープだけでなく、タイ
の明るい未来を実現
し、新しい世代の人
材育成を支援するこ
とです。

本
・欧
州
・中
国
の
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
を
含
む
外
国
企
業
・
外
国
人
投

資
家
の
誘
致
を
強
化
し
て
い
ま
す
。現

在
、17
社
26
件
の
E
V
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
る

E
V
生
産
能
力
は
合
計
83
万
台
に

達
し
ま
す
。大
手
メ
ー
カ
ー
が
タ
イ
の

生
産
拠
点
へ
の
投
資
に
関
心
を
示
し

て
い
ま
す
。中
国
電
気
自
動
車
大
手

B
Y
D
は
1
7
8
億
9
1
0
0
万

バ
ー
ツ
の
大
型
投
資
を
行
い
、W
H
A

工
業
団
地
の
敷
地（
6
0
0
ラ
イ
）に

工
場
を
建
設
し
、バ
ッ
テ
リ
ー
電
気
自

動
車（
B
E
V
）を
生
産
す
る
予
定
で

す
。同
社
は
、タ
イ
国
内
の
Ｅ
Ｖ
需
要

に
応
え
る
と
と
も
に
、A
S
E
A
N

や
欧
州
の
海
外
市
場
へ
の
輸
出
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
投
資
は
、タ
イ
の
強
み
を
強
化

し
、地
域
の
E
V
ハ
ブ
に
な
る
た
め
の

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。大
手
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
生
産
拠
点
を
設
け
る
こ

と
で
、部
品
メ
ー
カ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
構
築
さ
れ
、多
く
の
投
資
が
積

極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

タ
イ
は
今
後
、A
S
E
A
N
地
域
だ

け
で
な
く
、世
界
レ
ベ
ル
で
Ｅ
Ｖ
産
業

の
生
産
拠
点
と
な
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

認
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
そ
の
他

の
許
認
可
の
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
ス
マ
ー
ト
・エ
コ　
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・ク
ア
ン
ナ
ム
は
、

ダ
ナ
ン
省
と
ク
ア
ン
ガ
イ
省
を
含
む
ベ

ト
ナ
ム
中
部
地
域
の
中
心
で
あ
り
、戦

略
的
な
ロ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し
ま

す
。ダ
ナ
ン
国
際
空
港
へ
の
空
、海
、陸

路
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
り
、同
空

港
か
ら
は
韓
国
、日
本
、中
国
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、タ
イ
へ
の
複
数
の
直
行
便
が

運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
工
業
団
地

を
結
ぶ
既
存
の
近
代
的
高
速
道
路
を

利
用
す
れ
ば
チ
ュ
ー
ラ
イ
空
港
、ダ
ナ

ン
深
海
港
へ
も
1
時
間
未
満
で
の
ア

ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。

　

ク
ア
ン
ナ
ム
省
は
人
口
1
5
0
万

人
で
豊
富
な
労
働
力
と
自
動
車
や
電

子
機
器
な
ど
の
既
存
の
産
業
基
盤
も

あ
り
ま
す
。ダ
ナ
ン
や
世
界
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る
ホ
イ
ア
ン
と
い
っ
た

リ
ゾ
ー
ト
都
市
は
、国
内
外
の
熟
練

労
働
者
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。こ
の
未
来
の
工
業
団
地
は
、自
動

車
、機
械
、電
気
、電
子
、通
信
、医
療
、

物
流
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
で
ハイ
テ
ク
な

製
造
業
の
受
け
入
れ
に
適
し
て
い
ま

に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー

ン・
ゲ
ア
ン
に
あ
る
ホ
ワ
リ
・
グ
ル
ー

プ
の
靴
開
発
・製
造
工
場
は
、総
投
資

額
4
3
0
0
万
米
ド
ル
、年
間
合
計

1
3
0
0
万
足
の
靴
を
生
産
・
輸
出

し
、約
8
0
0
0
人
の
雇
用
を
創
出

す
る
見
込
み
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
の
経
済

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ャ
ー（
写
真
中
央
右
）お
よ
び
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
は
、イ
ー
ス
タ
ン・シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地（
ラ
ヨ
ー
ン
）に
入
居

す
る
ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
社
工
場
の
屋

上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備（
容
量

7
0
0
kWp
）の
稼
働
を
祝
い
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
と
設
置
を
担
当
し
た

W
H
A
U
P
社
は
、ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ

ー
社
と
20
年
間
の
売
電
契
約
を
結

び
、電
力
供
給
を
行
い
ま
す
。こ
の
環

境
に
優
し
い
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
最
大
1
万
2
5
0
0

ト
ン
軽
減
。さ
ら
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

導
入
に
よ
り
、ボ
ル
グ
ワ
ー
ナ
ー
社

は
契
約
期
間
中
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を

2
0
3
9
万
6
8
9
0
ユ
ニ
ッ
ト
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
後
、ク

リ
ー
ン・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
提

唱
す
る
両
社
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

政
策「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」に
向
け
協
働
し

て
い
き
ま
す
。

地・工
場
建
物・倉
庫
の
賃
借
権
への
追

加
投
資
第
4
弾（
13
億
4
5
8
9
万

バー
ツ
超
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の

投
資
に
よ
り
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
総
資
産

は
1
3
0
億
バ
ー
ツ
以
上
と
な
り
ま

す
。Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
は
E
E
C
に
お
い
て

高
い
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
る
投
資
対

象
で
あ
り
、今
後
も
着
実
な
成
長
が
見

込
ま
れ
る
投
資
先
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

り
入
れ
、持
続
的
な
成
長
を
推
進
す

る
同
社
の
事
業
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

W
H
A
U
P
で
は
、顧
客
の
競
争

力
を
高
め
る
た
め
、継
続
的
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
実
現
す
る

た
め
の
タ
イ
政
府
の
政
策
を
支
援
し
、

企
業
に
対
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
の
受

賞
は
、ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
電
力
事

業
の
発
展
お
よ
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
W
H
A
U
P
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。な

お
、ピ
ア・ツ
ー・ピ
ア
電
力
取
引
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、工
業
団
地
内
で
の

太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発

を
広
め
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｉ
ｎｎｏｖａ
ｔ
ｉ
ｖｅ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
は
、

W
H
A
U
P
の
す
ぐ
れ
た
企
業
理

念
と
、社
会
に
変
化
を
も
た
ら
す

高
度
な
事
業
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
非
常
に
名
誉
あ
る
賞
で
す
。

W
H
A
U
P
は
今
後
も
長
期
に
わ

た
り
、国
の
経
済
や
産
業
に
持
続
可

能
な
成
長
を
も
た
ら
す
こ
と
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
」と
Ｓ
ｏ
ｍ
ｋ
ｉ
ａ
ｔ　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
述
べ
て
い
ま
す
。

契約書署名式で最終確認を行う
WHAインダストリアル・デベロップメ
ント社国際部部長のアンチャリー氏
（左から4人目）、WHA インダストリ
アルゾーン・ゲアン社社長のNguyen 
Thi Bich Lien氏（同3人目）、ホワリ・
インダストリアル・グループ社長の
Zhang Congyuan氏（中央）と同社
副社長のTseng Jung Huei氏

MoU調印式でのWHA インダストリアル・デベロ
ップメント社国際部部長のアンチャリー氏（左から
2人目）とMien Trung FV Aluminium 取締役の
Nguyen Duc Tue氏（中央）

ま
し
た
。

　
コ
ン
パ
ル
社
が
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1
・
ゲ
ア
ン
に
関
心
を

寄
せ
た
こ
と
は
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス・

ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
北
部
が

認
知
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま

す
。
同
省
は
戦
略
的
な
立
地
に
あ
り
、

空
路
、海
路
、陸
路
の
交
通
の
便
が
良

く
、ま
た
熟
練
労
働
者
も
多
く
、Ｗ
Ｈ

Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
・
ゲ

ア
ン
は
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
工
業
団
地

と
し
て
国
内
外
の
投
資
家
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。　

　
ビ
ン
市
で
行
わ
れ
た
会
議
に
は
、コ

ン
パル
社
シ
ニ
ア・バイ
ス・プ
レ
ジ
デ
ン

ト
の
Ｋ
Ｃ　

Ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
氏
と
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
社
国
際
部
部
長
の
ア
ン
チ
ャ
リ
ー

氏
、ド
ン
ナ
ム
経
済
区
管
理
委
員
会

の
Ｌ
ｅ　

Ｔ
ｉ
ｅ
ｎ　

Ｔ
ｒ
ｉ
代
表

が
投
資
環
境・条
件
、潜
在
的
投
資
家

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
会
議
で
は
、税
関
総
局
代

表
が
コ
ン
パル
社
側
か
ら
の
質
問
に
答

え
、ゲ
ア
ン
省
に
新
た
に
投
資
す
る
企

業
に
対
し
て
の
支
援
を
約
束
し
ま
し

た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
E
コ
マ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資

若
者
世
代
の
B
2
C
分
野
成
長
を
下
支
え

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
社
の
完

全
子
会
社
で
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｖｅｎ
ｔｕｒ

ｅ
Ｈｏ
ｌ
ｄ
ｉｎｇ
ｓ
Ｃｏ
．，　
Ｌ
ｔ
ｄ
．

（
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｖ
Ｈ
）は
こ
の
ほ
ど
、オ
ー
デ
ィ

オ
機
器・ゲ
ー
ム
機
器・そ
の
他
の
娯
楽

機
器
な
ど
ホ
ビ
ー
関
連
製
品
を
専
門

と
す
る
タ
イ
の
E
コマ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
Ｍｅｒｃｕ
ｌ
ａｒ
に
1
0
0
万
米

ド
ル
を
出
資
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

W
H
A
V
H
の
よ
る
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ

ａ
ｒ
への
出
資
は
6
月
末
に
確
定
。こ

れ
に
よ
り
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
は
、プ
レ

ミ
ア
ム
倉
庫
や
配
送
セ
ン
タ
ー
を
含
む

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
確
立
さ
れ
た
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
E
コ
マ
ー

ス
の
バリ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
統
合
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
昨
年
投
資
し
た

E
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
新
興
企
業
Ｇ
ｉ

ｚ
ｔ
ｉ
ｘ
社
と
と
も
に
、効
率
的
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
、特
に
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
配
送

に
関
し
て
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
社
会
長

兼
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン・ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
、Ｍｅｒｃｕ
ｌ
ａｒ

と
の
提
携
に
つ
い
て
、「
こ
の
投
資
は
、

顧
客
基
盤
を
拡
大
し
、特
に
若
い
世
代

の
B
2
C
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
戦
略
に
完
全
に
合
致
す
る

も
の
で
す
。ま
た
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
新

興
企
業
と
協
力
し
て
新
し
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
当
社
の『
デ
ジ

タ
ル・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
』計
画
に
も
合
致
し
て

い
ま
す
。B
2
B
と
B
2
C
の
ビ
ジ
ネ

ス
が
融
合
し
つ
つ
あ
る
現
在
、Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ

ｕ
ｌ
ａ
ｒ
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
、新
た
な
セ
グ
メ
ン
ト
を
開
拓
す
る

顧
客
拡
大
チ
ャ
ネ
ル
の
ひ
と
つ
に
な
る

で
し
ょ
う
」と
話
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、タ
イ
に
お
け

る
物
流
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、そ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
タ

イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
起
業
家

を
支
援
。売
り
手
か
ら
物
流
事
業
者

ま
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
成
長

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、物
流
コ
ス
ト

の
削
減
と
競
争
力
を
強
化
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。今
後
数
年
間
、W
H
A
グ

ル
ー
プ
は
タ
イ
お
よ
び
周
辺
地
域
で

継
続
的
に
新
規
投
資
の
機
会
を
探
し
、

事
業
を
拡
大
し
、持
続
可
能
な
成
長

を
実
現
し
ま
す
。

　
Ｍ
ｅ
ｒ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｒ
の
主
な
株
主
は

タ
イ
最
大
の
小
売
流
通
財
閥
セ
ン
ト
ラ

ル・グ
ル
ー
プ（
C
R
C
）、Ｋ
ａ
ｉ
ｒ
ｏ
ｕ

ｓ　
Ｃ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
、サ
イ
バー
エ
ー
ジ

ェン
ト・キ
ャ
ピ
タ
ル
、
Ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｖ

ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
、Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
ｒ
ｓ
、

５
０
０
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
ズ
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
E
コ
マ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資

タ
イ
の
従
来
型
商
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社

の
完
全
子
会
社
で
あ
る
W
H
A

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
W
H
A
V
H
）は
こ
の
ほ
ど
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
デ
ジ
タ
ル
化
・デ

ー
タ
統
合
な
ど
に
よ
り
従
来
の
商

取
引
に
革
新
を
も
た
ら
す
タ
イ
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、Mungm

ee

に
約

3
4
0
0
万
バ
ー
ツ
を
出
資
し
た
と

発
表
し
ま
し
た
。

M
ungm

ee

は
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
を
統
合
す
る

こ
と
で
、タ
イ
国
内
の
ブ
ラ
ン
ド
、代
理

店
、流
通
業
者
、卸
売
業
者
、小
売
業

者
を
結
び
つ
け
、迅
速
な
取
引
を
可
能

と
す
る
B
2
B
の
E
コ
マ
ー
ス　

プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
2
0
2
1
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
、小
売
業
者
の
価
格
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、品
揃
え
を
均
等
化
す
る
一
方

で
、ブ
ラ
ン
ド・
代
理
店
・
流
通
業
者
・

卸
売
業
者
に
よ
る
店
舗・注
文・顧
客

管
理
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
で
き
ま
す
。

W
H
A
V
H
の
出
資
は
、9
月
初

旬
にM

ungm
ee

の
第
2
次
シ
ー
ド

ラ
ウ
ン
ド
の
一
環
と
し
て
確
定
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、2
0
2
6
年
に

1
兆
バ
ー
ツ（
3
0
0
億
ド
ル
以
上
）

に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
タ
イ
の
従

来
型
商
取
引（
同
国
F
M
C
G
市
場

規
模
の
50
％
を
占
め
る
）に
参
入
す

る
た
め
、事
業
能
力
が
可
能
と
な
り

ま
す
。ま
た
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
昨

年
投
資
し
た
電
子
物
流
の
新
興
企
業

G
iztix

社
が
提
供
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

倉
庫
、配
送
セ
ン
タ
ー
、輸
送
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
物
流
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

M
ungm

ee

の
E
コ
マ
ー
ス　
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
を
統
合
す
る
こ
と
で
相

乗
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
タ
イ
の
従
来
型
商
取
引
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
促
進
し
、加
速
さ
せ
る
と
い

うM
ungm

ee

社
の
企
業
理
念
は
、

有
望
な
新
興
企
業
と
協
力
し
て
新

し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の「
デ
ジ
タ
ル・イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
」計
画
と
合
致
し
ま
す
。ま
た
、

こ
の
投
資
は
、顧
客
基
盤
を
拡
大
し
、

タ
イ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
支
え
る

た
め
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
戦
略

と
も
合
致
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
分
野

に
進
出
し
、そ
の
変
革
に
貢
献
す
る
こ

と
は
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
新

た
な
拡
大
チ
ャ
ネ
ル
と
な
る
で
し
ょ

う
。W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、タ
イ
の
物

流
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
最
前
線
に
立
つ
タ
イ
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
や
起
業
家
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
を
拡
大
し
、持
続
可
能
な
成
長

を
実
現
す
る
た
め
、タ
イ
と
周
辺
地
域

で
の
新
た
な
投
資
機
会
を
探
求
し
続

け
ま
す
」と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
社
会
長
兼
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ

ー
ン・ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
述
べ

て
い
ま
す
。

M
ungm

ee

ア
プ
リ
で
は
現
在
、主

に
タ
イ
東
北
地
方
の
3
県（
ウ
ド
ン
タ

ニ
県
、ナ
コ
ー
ン
ラ
チ
ャ
シ
マ
県
、サ
コ

ン
ナ
コ
ン
県
）を
中
心
に
3
9
0
0
店

舗
を
支
援
し
て
お
り
、2
0
2
3
年

に
は
主
要
12
県
、2
0
2
5
年
初
め

に
は
36
県
に
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

（
E
V
）へ
の
移
行
に
迅
速
に
適
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
タ
イ
が
A
S
E
A
N
ナ
ン
バー
ワ
ン

の
自
動
車
生
産
拠
点
で
あ
る
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。こ
れ
は
、タ
イ

が
地
域
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、近
隣
国
へ
の
部
品
な
ど
の
輸
送
が

容
易
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
な
優
位

性
に
よ
る
も
の
で
す
。ま
た
、充
実
し

た
イ
ン
フ
ラ
、多
く
の
熟
練
労
働
者
の

存
在
に
よ
り
、自
動
車
部
品
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
集
積
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
強
み
に
加
え
、政
府
は
Ｅ
Ｖ
産

業
を
推
進
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、税
制

優
遇
措
置
に
よ
る
投
資
促
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。タ
イ
は
地
域
の
E
V
ハ
ブ

と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で

す
。

　
た
だ
、タ
イ
が
完
璧
な
E
V
ハ
ブ
に

な
る
た
め
に
は
、技
術
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
や
E
V
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
網

な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら
な
る
整
備
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
生
産
技
術
開
発
の
促

進
、労
働
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、補
助
金

や
免
税
に
よ
る
国
内
需
要
喚
起
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

タ
イ
投
資
委
員
会（
B
O
I
）の

最
新
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、タ
イ
は
日

Ｋｙ
ｕｎｇ
ｓ
ｈ
ｉｎ
ゲ
ア
ン
社
、　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
で

新
工
場
建
設
着
工
式
を
開
催

す
。建
設
開
始
は
2
0
2
4
年
の
予

定
で
す
。

　
「
W
H
A
ス
マ
ー
ト・エ
コ　
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン・ク
ア
ン
ナ
ム
は
、

東
西
経
済
回
廊
を
強
化
し
、ベ
ト
ナ

ム
中
部
の
製
造
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
で
展
開
し
て
い
る
他
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
様
、W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
環
境
に
優
し
い
最
新
の
技
術
を

導
入
し
、長
期
的
な
経
済
成
長
を
促

進
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し

て
、日
本
、韓
国
、台
湾
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

米
国
、そ
の
他
の
国
々
か
ら
の
価
値
の

高
い
海
外
直
接
投
資（
F
D
I
）を
期

待
し
て
い
ま
す
」と
、W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
副
会
長
兼
W
H
A
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
産
業
・
国
際
部
門
取
締
役
の
デ
ビ

ッ
ト・ナ
ー
ド
ン
氏
は
話
し
ま
す
。

　
ま
た
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

氏
は「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、ベ
ト
ナ

ム
で
最
初
の
工
業
団
地
で
あ
る
ゲ
ア

ン
省
に
続
き
、タ
イ
ン
ホ
ア
省
で
も
新

し
い
工
業
団
地
の
計
画・承
認
を
得
て

お
り
、ベ
ト
ナ
ム
で
の
成
功
を
続
け
て

い
ま
す
。ク
ア
ン
ナ
ム
省
で
は
、ベ
ト
ナ

ム
の
主
要
な
地
方
で
の
産
業
拡
大
戦

略
を
実
施
し
、長
期
的
に
投
資
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
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W
H
A
、B
Y
D
と
大
型
土
地
売
買
契
約
を
締
結

W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
に
E
V
生
産
工
場
建
設

操
業
開
始
予
定
は
2
0
2
4
年

W
H
A
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
配
慮
の
事
業
活
動
を
評
価

S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2 ジャリーポーン

WHA コーポレーションCEO
「2022年タイ・トップCEO賞」受賞

　

物
流
、工
業
団
地
、電
力・ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
、デ
ジ
タ
ル・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

提
供
す
る
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
、中
国
E
V
大

手・比
亜
迪
汽
車（
B
Y
D
）と
、W
H
A

ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
の
６
０
０
ラ
イ

区
画（
96
ヘ
ク
タ
ー
ル
、2
3
7
エ
ー
カ

ー
）の
土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

タ
イ
に
お
け
る
11
番
目
の
工
業
団
地
で

あ
る
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
は
、

東
部
経
済
回
廊（
E
E
C
）の
戦
略
的

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
し
ま
す
。今
回
の

B
Y
D
への
土
地
売
却
は
、W
H
A
グ
ル

ー
プ
に
と
っ
て
過
去
20
年
間
で
最
大
規

模
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
は
、グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
エ

ラ
ワ
ン
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
、W
H
A
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン・ジ
ャ
ル
コ

ー
ン
サ
ク
ン
氏
、W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
・
国

際
部
門
取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ト
・
ナ
ー
ド

ン
氏
、B
Y
D
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
自

動
車
販
売
部
門
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
Ｌ
ｉ
ｕ　
Ｘ
ｕ
ｅ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
氏
、

B
Y
D（
タ
イ
）社
長
の
Ｋ
ｅ　
Ｙ
ｕ
ｂ

ｉ
ｎ
氏
が
出
席
。ま
た
、両
社
の
取
締
役

ら
も
立
ち
合
い
ま
し
た
。

B
Y
D（
タ
イ
）は
、タ
イ
投
資
委
員
会

　WHA コーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・
ジャルコーンサクン氏は、ヌラック・マープラニート Marpraneet枢密
院顧問官からTHAILAND TOP CEO OF THE YEAR 2022賞（不
動産部門）を受賞しました。
　この賞は、新しい世代の経営者にインスピレーションを与え、知識や
戦略を伝える能力を持つ組織のトップを表彰するものです。授賞式は
ARIP PLC傘下のBUSINESS+誌とタマサート大学商学部および会
計学部が共同で開催しました。

（
B
O
I
）の
支
援
を
受
け
、W
H
A
ラ

ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
に
最
先
端
技
術
を

導
入
し
た
E
V
生
産
工
場
を
建
設
し
ま

す
。2
0
2
4
年
の
操
業
開
始
を
目
指

し
、右
ハ
ン
ド
ル
車
を
中
心
に
年
間
15
万

台
の
E
V
を
生
産
。A
S
E
A
N
諸
国

お
よ
び
欧
州
に
輸
出
す
る
計
画
で
す
。

1
9
9
5
年
2
月
に
中
国
で
設
立
さ

れ
た
B
Y
D
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
分

野
で
20
年
以
上
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
4
月
に
は
ガ
ソ
リ
ン
車
の

生
産
を
停
止
し
、バ
ッ
テ
リ
ー
式
電
気
自

動
車（
B
E
V
）と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハイ
ブ
リ

ッ
ド
車（
P
H
E
V
）に
注
力
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。2
0
2
2
年
8
月
8
日

に
は
Ｒ
ê
ｖ
ｅ
ｒ　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ
社
を
タ
イ
に
お
け
る
B
Y
D
の
総
代

理
店
に
正
式
に
任
命
し
、初
年
度
の
Ｅ
Ｖ

販
売
目
標
を
1
万
台
以
上
と
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
C
E
O
は
、

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
を
信
頼
し
、E
V

生
産
工
場
建
設
を
託
し
て
く
れ
た

B
Y
D
経
営
陣
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。こ
れ
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と

り
誇
ら
し
い
実
績
で
あ
り
、重
要
な
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、タ
イ
の

次
世
代
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
も
大
き

な
前
進
と
な
り
ま
す
。タ
イ
で
11
番
目
の

工
業
団
地
と
な
る
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36

工
業
団
地
に
B
Y
D
を
迎
え
る
こ
と
が

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）か
ら
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
お
よ

び
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
部
門
で
以
下
の
３
件
の
S
E
T  

ア

ワ
ー
ド
2
0
2
2
を
受
賞
し
ま
し
た
。

■
Ｗ
Ｈ
Ａ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
：
Ｓ
ｕ
ｓ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
部
門
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ

ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
賞

■
Ｗ
Ｈ
Ａ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
：

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ
部
門
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
賞

■
Ｗ
Ｈ
Ａ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル　
リ
ー
ス

ホ
ー
ル
ド
・
リ
ア
ル・エ
ス
テ
ー
ト
・イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト・ト
ラ
ス
ト
：
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
部
門

Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ　

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
賞

　

授
賞
式
は
、『
Ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ　

＆　

Ｂ

ａ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
』誌
の
協
力
の
も
と
、タ

イ
証
券
取
引
所（
S
E
T
）で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ

ー
ポ
ー
ン・ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
、

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
、S
E
T  

ア
ワ

ー
ド
２
０
２
２
の
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

と
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
両
部
門
で
3
つ
の
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
賞
は
す
べ
て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
、サ
ス

で
き
、大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
、

優
れ
た
イ
ン
フ
ラ
、戦
略
的
な
立
地
は
、

B
Y
D
が
事
業
を
拡
大
し
、国
際
的
な

存
在
感
を
高
め
る
た
め
の
最
適
な
選
択

と
な
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、W
H
A
グ
ル

ー
プ
は
、タ
イ
を
東
南
ア
ジ
ア
の
E
V
ハ

ブ
に
す
る
と
い
う
タ
イ
政
府
の
目
標
達

成
を
後
押
し
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、Ｌ
ｉ
ｕ　
Ｘ
ｕ
ｅ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｇ
ゼ

ネ
ラ
ル・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
W
H
A
ラ

ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
に
新
し
い
海
外
生

産
拠
点
を
開
設
す
る
こ
と
は
、B
Y
D

の
事
業
拡
大
の
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま

す
」と
指
摘
し
ま
す
。さ
ら
に
、「
タ
イ
と

W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
は
、抜

群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
も
、工
業
団
地

開
発
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
評
判
か
ら

も
、理
想
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、優

秀
な
人
材
、世
界
ク
ラ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
と

施
設
、最
高
品
質
の
物
流
と
イ
ン
フ
ラ
な

ど
、ま
さ
に
私
た
ち
が
求
め
て
い
た
も
の

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。W
H
A
グ
ル
ー

プ
は
、E
E
C
の
自
動
車
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
拡
大
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
は
我
々
の
投
資
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、W
H
A

グ
ル
ー
プ
と
相
互
に
有
益
で
長
期
的
な

関
係
を
築
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

■
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地

　

東
部
経
済
回
廊（
E
E
C
）プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
認
定
を
取
得
し
た
W
H
A
グ
ル

ー
プ
の
タ
イ
に
お
け
る
最
新
工
業
団
地

で
あ
り
、敷
地
面
積
は
1
2
8
1
ラ
イ

（
2
0
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、5
0
7
エ
ー
カ

ー
）で
す
。ラ
ヨ
ー
ン
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
36
と

3
3
7
5
に
近
い
戦
略
的
な
立
地
で
、

マ
プ
タ
プ
ッ
ト
深
海
港
か
ら
25
キ
ロ
、レ

ム
チ
ャ
バ
ン
深
海
港
か
ら
31
キ
ロ
、ウ
タ

パ
オ
空
港
か
ら
23
キ
ロ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
り
ま
す
。W
H
A
の「
ス
マ
ー
ト
エ

コ
工
業
団
地
」コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
は
、通

信
、移
動
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・
安
全
、環
境

制
御
、水
生
産
と
廃
水
処
理
の
面
で
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
革
新
的
な
技
術

を
備
え
て
い
ま
す
。タ
イ
国
内
の
他
の

W
H
A
工
業
団
地
と
同
様
、W
H
A
ラ

ヨ
ー
ン
36
工
業
団
地
も
、バ
ン
ナ
ー
地

区
の
W
H
A
タ
ワ
ー
に
あ
る
W
H
A

本
社
の
統
合
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
U
O
C
）に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、大
気

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
価
値
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
を
創
出
し
、持
続

可
能
な
発
展
と
成
長
に
取
り
組
む
私
た

ち
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。W
H
A
グ
ル
ー
プ
役
員
と
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」と
述
べ
て
い

ま
す
。20

2
4
年
ま
で
に
テ
ッ
ク
企
業
と

な
る
た
め
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、物
流
、

産
業
開
発
、ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ・電
力
、デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
4
つ

の
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
軸
に
持
続
可
能
な

開
発
方
針
を
採
用
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
、環
境
を
保
護
し
、気
候
変
動
へ
の

影
響
を
軽
減
し
な
が
ら
、経
済
的・財
政

的
な
成
長
を
可
能
に
す
る
一
連
の
取
り
組

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
ま
で
に
ラ
ヨ

ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
デ
ー
ン
に
排
水
処
理

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、チ
ャ
ン

タ
ブ
リ
県
ノ
ン
ク
ラ
ー
で
の
湿
地
帯
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
ま
で
に
、再
生
水
生

産
能
力
を
日
量
3
万
2
0
0
㎥
か
ら

6
万
4
0
0
㎥
へと
倍
増
し
、自
然
水
源

か
ら
の
取
水
と
公
共
水
域
への
放
流
の
合

計
6
9
0
万
㎥
を
節
約
し
、長
期
的
に

水
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
原
水
資
源
を
確
保

し
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
工
業
団
地
の
顧
客

向
け
に
脱
塩
水
や
高
品
質
の
水
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

も
う
一つ
の
優
先
事
項
で
あ
り
、チ
ョ
ン
ブ

リ
・ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の
よ

う
な
太
陽
光
発
電
所
や
廃
棄
物
発
電
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
今
年
、太
陽
光
パ

ネ
ル
か
ら
の
電
力
購
入
契
約（
P
P
A
）

は
1
5
0
M
W
に
達
す
る
見
込
み
で
、

2
0
2
3
年
末
ま
で
に
3
0
0
M
W

に
固
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、2
0
2
1
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し
、2
0
5
0
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス　

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を

達
成
す
る
予
定
で
す
。タ
イ
国
営
石
油

（
P
T
T
）、セ
ル
テ
ィ
ス
と
共
同
開
発
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用
い
た
ピ

ア
ツ
ー
ピ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
引
シ
ス
テ

ム「
Ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ　
Ｅ
ｘ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ（
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
）」

（
R
E
N
E
X
）」プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

お
い
て
4
3
0
万
ト
ン
以
上
の
C
O
2

排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
長
年
に
わ
た
り
、

社
会
福
祉
、教
育
、青
少
年
、ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
、人
材
育
成
、地
域
社
会
の
活
性
化

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

や
E
S
G
原
則
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、S
E
T
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
2
で

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ

ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、S
E
T
の
不
動
産・

建
設
分
野
で
は
3
年
連
続
2
0
2
2
年

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
銘
柄（
Ｔ
Ｈ
Ｓ
Ｉ
：
Ｔ
ｈ
ａ

ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ　
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　
Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）指

数
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

質
、工
業
用
水
・
排
水
の
水
質
分
析
、雨

量
、交
通
状
況
な
ど
の
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
し
て
い
ま
す
。

■
E
E
C
の
自
動
車
ク
ラ
ス
タ
ー
拡
大

を
支
援
す
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
と
B
Y
D（
タ
イ
）

と
の
土
地
売
買
契
約
は
、タ
イ
を
が
東
南

ア
ジ
ア
の
E
V
ハ
ブ
に
す
る
と
い
う
タ
イ

政
府
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
一
歩
と
な
り
ま
す
。タ
イ
投
資
委
員
会

（
B
O
I
）は
、こ
れ
ま
で
に
17
社
26
件

の
E
V
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
承
認
し
て
お

り
、タ
イ
で
は
合
計
83
万
台
の
E
V
を

生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
初
頭
に
は
、1
0
0
万
台

の
E
V
生
産
が
達
成
で
き
る
見
通
し

で
す
。そ
し
て
、2
0
3
0
年
に
は
タ
イ

で
生
産
さ
れ
る
自
動
車
の
30
％
、年
間

70
万
台
を
E
V
に
す
る
と
の
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
長
年
に

わ
た
り
、数
々
の
環
境
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
開
始
し
た「
Ｃ
ｌ
ｅ

ａ
ｎ　
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ　
ｆ
ｏ
ｒ　
Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、廃

水
の
管
理
と
処
理
を
効
率
化
す
る

と
と
も
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
知
識

移
転
を
行
い
、自
然
資
源
保
護
の

重
要
性
に
対
す
る
人
々
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。プ
ミ
ポ
ン
前
国
王（
ラ
ー
マ
9

世
）の
ご
発
案
か
ら
始
ま
っ
た
、環

境
に
や
さ
し
い
人
工
湿
地
に
よ
る

運
河
の
水
質
改
善
を
行
う
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
を
建
設
し
、さ
ま
ざ
ま

WHAグループはイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）
で第10回教師向けアートキャンプを開催しました。この4日
間のイベントではラヨーン県とチョンブリ県の14校から26
名の教師が参加し、芸術のスキルを高めるとともに、天然資
源を保護することの重要性を学びました。 アートキャンプで
はWHAグループの「Clean Water for Planet」プロジェク
トが紹介され、水の保全について学んだ教師らは、ここで学
んだことを今後は生徒たちに伝えることができるようになり
ます。
参加者はラヨーン県にある王室管轄のプルアックデーン開発・サービスセンターで、ラーマ9世の教えやドック
ライ貯水池の歴史に触れるフィールドトリップにも参加しました。生態系のバランスを保つために、5000匹の
魚の放流も行いました。

WHAグループ
教師向けアートキャンプをイースタン・シーボード工業団地で開催

8月12日のシリキット王太后90歳のお誕生日を祝福して、
WHAグループ、タイ工業団地公社（IEAT）、WHA工業団地
入居企業らは共同で、健康と福祉を促進する5キロのウォー
ク＆ラン・イベントを開催しました。 ラヨーン県プルアクデー
ンにあるノンプラライ貯水池で行われた早朝ウォーク＆ラ
ン・イベントには350人以上の参加者が集まり、その後、環境
保護、温室効果ガス削減、地球温暖化防止のための植樹プ
ロジェクトが行われました。
参加者は、グルジャン、竹、イエロートランペットツリーの苗木を合計2800本植えました。これにより3年間で
5万9586kgのCO2を削減することが期待されています。このイベントの収益は、プルアックデーン病院に寄
付され、医療機器の購入に充てられる予定です。

WHAグループ
健康と環境意識高めるウォーク＆ランと植樹活動を共催

WHAグループは、ラヨーン県バンカイ技術専門学校と協力し、経済的困難に直面する優秀な人材育成のた
め11年連続で、職業訓練生を対象に、後期中等教育（職業高校）や大学進学のための奨学金を提供していま
す。WHAグループはこれまで102名の学生に奨学金を支給してきました。これらの奨学金は、若者の教育機
会の促進や労働力の育成に役立っており、東部経済回廊（EEC）開発プロジェクトの推進を後押しすることに
もなっています。またWHAグループでは奨学生が在学中にインターンシップを行う機会を提供し、WHA工業
団地の顧客企業との調整を行っています。
現在、工業団地を含むタイの労働市場では、より多くの労働力が必要とされています。質の高い労働力として
専門学校や大学の卒業生が求められていますが、卒業までの学費が不足しているケースが少なくありませ
ん。そこでWHAグループは、こられ苦学生に奨学金を支給することで、人材育成を進め、タイ労働市場に質の
高い労働力を供給するお手伝いをしています。
WHA コーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏は、「学生のQOL向
上に貢献できることを嬉しく思っています。私たちが提供する奨学金は、単に知識や技術を向上させるだけで
なく、若者が自分の好きなことを発見する機会を提供するものです。これは、タイの産業を発展させるための
強固な基盤ともなるはずです」と述べています。
WHAグループにとってのビジョンは、倉庫、配送センター、工場、統合型工業団地の開発におけるリーダーとなる
ことです。奨学金支給は、若者のより良い生活を支援するだけではありません。顧客企業や産業を安定させるた
めの重要なカギとなるのです。WHAグループはさらに、在学中の奨学生に、企業インターンシップの機会を提供し
ています。学校で理論を学ぶとともに、実際に仕事を体験し、自分の適性を見極める機会を学生に与えるためで
す。WHAグループでは、タイの若者に知識とキャリアの機会を提供することの重要性を常に意識しています。
バンカイ技術専門学校長のPratep Chulalert氏は、「バンカイ技術専門学校の教育方針は、学生に卒業後
必要となる知識を与え、良き仕事を与えることで、彼・彼女らがリーダーとなり国の発展へと導き、さらにはそ
の知識を次世代に伝えていくことができるようにすることです。これは、産業界の発展と社会の幸福を大きく
後押しするものです」と述べています。
また、バンカイ技術専門学校教師のYossapon Inchan氏は、「奨学生には、勤勉に学び続け、社会と国のた
めに良き市民として成長する意思を持ち続けてほしいと思います。WHAグループの奨学金制度に感謝しま
す。学生たちがさらに勉学を進め、WHA関連企業でインターンシップを行い、将来成功するために必要な経
験を積む素晴らしい機会となっています」と話しています。
一方、奨学生を代表してArthit Damkrathokさんは、「このような素晴らしい機会を与えていただき、嬉しく、
誇らしく、光栄に思っています。私は現在、製造業について学んでいますが、将来は海外で働き、故郷の家族を
養うために良い収入を得たいと思っています。私や私の友人たちに、将来成功するための基礎となる奨学金を
与えてくれたWHAグループに、改めて感謝したいと思います。これからも一生懸命勉強して、自分の夢を実現
できるように頑張ります」と決意を語っています。

WHAグループ、 
職業訓練生への奨学金支給を 11年連続で実施

WHA ユーティリティ＆パワー社（WHAUP）は、タイ工業団
地公社（IEAT）、ワンタノット水域チーム、ノンクラー地方自
治体、タイ工業団地戦略パートナー協会、水環境研究所、タ
イ工業連盟、マプタプット工業団地プラント・マネージャー・
クラブと共同で、チャンタブリ県ノンクラー地区に建設した
排水処理用ワンタノット湿地の落成式を開催しました。
WHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部
門COOのヴィワット・ジラティカルンサクル氏は、WHAUP　CEOの　Somkiat Masunthasuwun氏、同
COOの　Akarin Prathuangsit氏、ユーティリティ事業開発部取締役のVaranon Laosuwan氏とともに、
IEAT副総裁のPratheep Aengchuan氏、東部河川流域管理小委員会委員長のPichet Tanaset委員長、
チャンタブリ県知事のSuthee Thongyaem氏立ち合いのもと、ノンクラ―地方自治体に完成した人工湿地
帯プロジェクトを納品しました。落成式には政府高官、協会、大学、地域の代表者らも出席しました。
現在、1日400㎤、将来的には800㎤の処理能力を持つこの排水管理・処理プロジェクトは、WHAUPの
「Clean Water for Planet」イニシアティブの下、15ライの土地に建設しました。 ノンクラ―自治体の排水
は、タイファやジャケツイバラ科ホウオウボク属の落葉低木の植物と、有機物を吸収する微生物を用いた自然
の力を利用した環境浄化技術により生物学的に処理されます。 また太陽エネルギーも利用し、環境保全とサ
ステナビリティの重要性を訴えています。

WHAUP
チャンタブリ県自治体に「人工湿地プロジェクト」を納品

総合ヘルスケアサービスや医薬品・医療機器を提供するグ
ローバル企業であるカーディナルヘルス社が、WHAイースタ
ン・シーボード工業団地4（WHA ESIE 4）でワールドクラス
の新施設着工式を執り行いました。東部経済回廊（EEC）の
戦略的立地を背景とする新施設は、この地域に止まらず海
外顧客の高まる需要に応えるための拠点となります。

カーディナルヘルス社
WHAイースタン・シーボード工業団地4で新工場着工式

ホスピタリティ業界向けの専門調理器具や飲料、ランドリー
製品を提供するエレクトロラックス・プロフェッショナル（タ
イ）はこのほど、東部経済回廊（EEC）内のWHAラヨーン工
業団地（WHA RIL）で新施設のオープニングセレモニーを開
催しました。この近代的な施設では最新技術により多種の高
品質製品を生産。地域での事業を拡大していく計画です。

エレクトロラックス・プロフェッショナル、
WHA RILに新施設をオープン

オーストラリアに本社を置く超高圧電動サーボポンプメーカ
ーのクアンタム SPT 社はこのほど、東部経済回廊（EEC）に
あるWHAグループの最新工業団地、WHAラヨーン36工業
団地の用地を購入しました。同社は、グリーンポンプ技術を
用いた高品質な製品を製造する最新鋭の施設を建設する予
定です。
調印式では、WHAインダストリアル・デベロップメント社営
業担当副社長のラッダー氏（写真中央）と工業用地顧客開
発担当取締役の湯浅謙一氏（右から２人目）が、同工業団地最初の顧客であるクアンタムSPT社長Mario 
Schiller氏（左から2人目）を歓迎しました。同社の最新鋭工場は地域の顧客の増大する需要に対応するため
の施設となる予定です。

クアンタムSPT、
事業拡大のためWHAラヨーン36工業団地の用地購入

冷凍鶏肉や焼き鳥など総菜の製造・販売会社、二ホンイチ
フード（タイ）社は、WHAサラブリ・インダストリアルランド
（WHA SIL）で新工場オープニングセレモニーを開催しま
した。WHA SILは、タイの北部、東部、南部、そしてバンコク
の2つの国際空港へのアクセスも良い理想的なロケーション
にあり、新工場では鶏肉製品の生産能力を増強し、東南アジ
アで高まる需要に応えていきます。

二ホンイチフード（タイ）
WHAサラブリ・インダストリアルランドで新工場開所式
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